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ンポジウム」の後を受けて，「第 4 回 夏季集会」（1968 年 8 月）と呼称された．以後，1991 年の








数などの減少という事態に陥った．こういった状況の中で『教育運動研究』は 1984 年 7 月発行





た研究活動の組織的集団的な活動を一層発展させるために 1970 年 4 月に創刊され，以後 1993 年
















者はそう多くなかったように思われるが，2 月 11 日にベルリンで執り行われた同大統領の「公
式追悼式」にはドイツ国内は勿論のこと国外からの参列者も含めて約 1400 人にのぼる多数の人
たちがその死を悼んだ，ということであった（『朝日新聞』2 月 13 日）．
　周知のように「ヴァイツゼッカー」の名が広く世界中に知れわたるようになったのは第二次世








年』4 ページ，1986 年 2 月）．また「演説は二十数カ国語に翻訳され」（『朝日新聞』2015 年 2 月
1 日），「過去に目を閉ざすものは結局のところ現在にも盲目となります．」という言葉に象徴さ
れるこの「演説」は世界中（といってもよいと思われる）の心ある人たちに感動を持って迎え入
れられたのである．日本では，最初岩波書店の雑誌『世界』（1985 年 11 月号）に全文が掲載さ
れ，続いて前記の「ブックレット」になって，より広く読まれるようになった（1）．
　ところで，日本の政府が先の戦争に対する「反省」と「お詫び」を表明したのはこの「ヴァイ









































　さて，前稿（「教育運動史研究の歩み（中）」，『現代と文化』第 131 号，2015 年 3 月）　で記し
たように，1959 年 1 月に正式発足した新教懇話会はわが国最初の本格的な「教育運動史」研究
団体として活発な活動を展開した．その活動の代表的なものを列挙すると以下のようである．
1 　「運動の実態を語る」月例会と，充実した機関誌『新教の友』の発行























て 71 年 6 月に公表され，それに基いていわゆる「中教審改革路線」（「第 3 の教育改革」）が強引
に推し進められたからである．
　いうまでもなくこの諮問が出されたのは，子どもや青年の健やかな成長・発達を願ってのこと










の課題と対策」，② 64 年の「憲法調査会答申」，③ 65 年の「中教審」答申の「別記」として公表























　研究対象と研究目的の広がり　1960 年代の半ば，正確には 1966 年 10 月に発刊された国民教
育研究所論稿 8『現代日本教師論』（発行所 日本教職員組合）に同研究所の「教師と教育研究委
員会」の委員であり，東大大田研究室・民間教育史料研究会の中心的なメンバーの一人であった




























全 3 巻（三一書房，1960 年 9 ～ 12 月）のこと，もう一つは「会」がこれから取り組まなければ
ならない壮大な課題の自覚，ということである．その名称を含めて「教育運動史研究会規約」の
「草案」（全文 16 条）がひとまずまとまったのが 1968 年 5 月のことであり，前記したように「教
育運動史研究会」へと改称・改組織するということはその年 8 月の総会で決まったが，「規約」
それ自体はまだ検討不充分でその時に提案するところまでいかなかった．その後何回かの事務局
などでの検討を経て「規約」最終案（全文 12 条と付則 1 項目）が出来たのが翌年 8 月，決定さ













動史研究』（会員頒布）の発刊．最初の号は第 10 号として 1968 年 9 月に出版され，以後
年 1 回発行．
③　『教育運動史研究ニュース』の創刊（1970 年 4 月），以後毎月 1 回の発行を目指す．
④　新『日本教育運動史』の企画・編集活動．　
⑤　二・四事件記録刊行委員会編『抵抗の歴史 戦時下長野県における教育労働者の闘い』
（労働旬報社，1969 年 10 月）の編集・刊行への参加・協力．
⑥　労働運動史研究会編集『教育労働運動の歴史』（『労働運動史研究』52 号，労働旬報社，
1970 年 10 月）の実質的編集作業および執筆．
⑦　新樹出版の出版企画への協力と出版書の編集．その最初の成果として池田種生著（教育




















































































































れ，続いて 4 月に「第二次総括案」と「全 3 巻の構成と量的（枚数）配分案」（「第三次案」）が
提起された．さらに 9 月，（案）の文字が取れた「『日本教育運動史』（全 3 巻）執筆要綱」と
「『日本教育運動史』全 3 巻の構成」（「第四次案」）が提示された．これについても議論が尽きな





























































































































二巻の第 1 部，第 2 部として配置する．その上で第三巻に収録予定だった生活綴方運動，郷土教
育運動などを第二巻の中に取り入れてその第 3 部とする．そして巻名を「ファシズム化の危機と
教育運動」と改め，巻頭の「序説」で「昭和初期（1927 ～ 35 年ころ）における教育運動の特質」
について叙述する．第三巻には新しく第 3 部をおこし，特に前記の第 2 章を設けることによって
新たな課題意識を示し，拡充を図る．
　こうして 1968 年 8 月の「草案」から 1 年半近くの年月を経て，69 年 12 月一応の「成案」が
作られ，以後，この「成案」をめぐる議論が行われる一方，各巻別の編集委員会や執筆者を含め
た会議などがかなり頻繁に開かれるようになった．そこでも活発な議論が行われたのであるが

































































年代の教育運動』（新日本出版社，1971 年 12 月）であり，もう一つは，民間教育史料研究会 大田 堯・













されたようなものではなく，既に 1965 年の 10 月に創刊された「民間研」の機関誌『民間研通信』，
およびその改題された『民間教育史料研究』の第三号（1966 年 10 月）に二回に分けて掲載された
















の概念と研究視点の検討」と題され『季刊 教育運動研究』の創刊号（あゆみ出版，1976 年 7 月）に
掲載され，さらに拙著『新興教育運動の研究　1930 年代のプロレタリア教育運動』（ミネルヴァ書房，










動史研究会へと改称・改組した翌年の 1968 年 8 月 25 ～ 26 日に開かれた．前号に記した三回の
「『新興教育』シンポジウム」（「民間研」と共催）の後をうけて「第 4 回　夏季集会」と呼称さ
れ，「民間研」の「協賛」，会場・東大教育学部であった．翌年の集会は「『新教』創立・『教労』
結成 40 周年記念夏季集会」（1970 年 8 月 18 ～ 19 日，「民間研」賛助，会場・東大教育学部）と
して開かれ，71 年は「教育運動史研究夏季集会」の名称で，そして 72 年の第 7 回から「教育運
動史研究会 第○○回 夏季研究集会」（以下，「研究集会」または簡単に「集会」と略記する）と
いう名称が定着して，以後，1991 年（第 26 回）まで毎年 8 月に欠かすことなく続けられた．ま
たこの「集会」時には 1 日目の議事終了後各年度の「総会」と「懇親会」（7）が開かれている．こ
の間，1975 年の第 10 回研究集会は「『教労』『新教』創立 45 周年記念夏季研究集会」として，
また 1980 年の第 15 回研究集会は「『教労』・『新教』結成 50 周年記念」として開かれ，1 日目の
催しが終了した後いつもの「懇親会」に代って「『教労』・『新教』結成 50 周年記念レセプショ
ン」（会場・東京労音会館）が催されている．85 年の時には「創立 55 周年」ではなく「研究集
会」の 20 回目の開催を祝って「夏季研究集会第 20 回記念レセプション」（会場・東京労音会館）





























　その一つが，1971 年（第 6 回）から「基調報告」が行われるようになったことである．矢川





























　また，1976 年の第 11 回「研究集会」では，従来の「基調報告」「記念講演」「シンポジウム」
「研究発表」などのほかに新たに「分科会」が設定されるようになったことも注目してよい事柄
であった．そのきっかけとなったのは，前年の第 10 回「研究集会」（「教労」「新教」創立 45 周
年記念集会として開催）の折に「新興教育運動と民主教育確立の展望」という集会テーマに基い
て，三つの分科会（1 教育実践部会，2 教育研究部会，3 教育労働部会）に分かれて研究発表，
討議が行われ，好評であったことによる．その経験を踏まえて翌年から分科会を本格的に設置す
ることになり，以後 1990 年の第 25 回までずっと続いたのであった．最初の分科会構成は次のよ
うである．
第 1 分科会　学制の成立と教育運動　　　　第 2 　大正デモクラシーと教育運動
第 3 　　　　新教・教労の教育運動　　　　第 4 　生活綴方の教育運動
第 5 　　　　戦後教育と教育運動　　　　　第 6 　国際教育運動
　その後，その構成はいろいろ変化したが，おおむね「明治」期，「大正」期，「昭和」期，「戦
























　続く 93 年度のテーマは「生活教育論の遺産と生活科」，94 年度は「戦前・戦中・戦後 50 年を








れた直後の 1968 年 9 月 1 日付で最初の第 10 号が発行され，1975 年 9 月の第 17 号まで続いた．
会員向けに出版（「会員頒布」）されたもので，編集・発行人は井野川 潔，発行所 教育運動史研
究会であった．当初から年 4 回刊が目指されていた（第 10 号，12 号の奥付には「季刊」と明示
されている）が，実際には最後まで年 1 回刊であった．また 15 号までは表紙に「（新教懇話会・
改称）教育運動史研究会」の表記があった．また，誌面は 13 号まで横 2 段組であったが，1972
年 9 月発行の第 14 号からは縦 2 段組（一部は 3 段組）に変わり，表紙カバーもソフトカバーか

















次，全七巻および別巻）刊行事業の成功（1975 年 4 ～ 12 月）などを初めとして教育運動史研究
会の活動が著しく充実・発展している中で，会員向けの自費出版機関誌に代わって『季刊 教育
運動研究』として「公刊」されるようになったのである．教育運動史研究会編集（代表　井野川




























を突破」（後述の『教育運動史研究ニュース』1976 年 11 月）するまでになったのであるが，ど
うしたことか，多分思った以上に売り上げが伸びなかったのではないかと想像するが，とにかく
出版社の事情で第 10 号（通巻第 27 号）をもって休刊状態に陥ってしまったのである．
　この間（仮に出版社の名にちなんで「あゆみ」時代と呼ぶことにする）の特集名は以下のとお
りであった．
号数　 発行年月日　　　特集名など　（＊第 4 号まで「編集委員会」制，







恵那．以後，2 北海道，3 和歌山，4 高知，5 与謝・丹後
（障害児），6 埼玉（上），7 埼玉（下），8 大阪（上），9 大
阪（下），10 長野（上），11 長野（中）12 長野（下）〕
3　　1977　 1　30　　特集　戦後初期教育労働運動の歩み
4  　 4　30　　特集　戦後教育運動と教育基本法 30 年
5  　 8　10　　特集　生活教育運動の歴史と今日的課題
6  　11　30　　特集　障害者教育運動
7　　1978　 4　30　　特集　対日占領政策と教員レッドパージ





刊」することになった（「一光社」時代）．そして，第 11 号（通巻第 28 号，1980 年 11 月）から














12 　 7　25　　特集　教労・新教 50 周年をむかえて
13 　11　 5　　特集　現代教育運動の諸相
14　　1981　 3　 5　　特集　教労・新教 50 周年と 80 年代の教育運動












という認識に基いて 1970 年の 4 月から『教育運動史研究ニュース』が発行されるようになった．













であった．また 72 年 9 月からは各種集会の案内を中心とした『はがき通信』も出されるように
なり，組織的な研究活動がより一層前進するような工夫がなされている．
　ところが『ニュース』の方は，1973 年 11 月（No.11）までほぼ順調に発行されたものの，以
後 1 年半以上にわたって中断し，74 年 9 月になってようやく復刊（No.12）する．また，No.3
からはワ－プロが使用されるようになり，以後ガリ版になったりワープロになったりしたが，
No.78（85 年 3 月）からあと最終（No.96，93 年 6 月）まではずっとワープロ印刷で発行するこ















され，しかも実施に移され始めている．この号が発行される時（2015 年 9 月），そして次号の時




の「今」に生かしていくことがどうしても必要になっている． （2015 年 5 月 25 日　了）
［補註］
（ 1 ）　岩波ブックレット『荒れ野の 40 年』には村上 伸「ヴァイツゼッカー演説のいくつかの背景」とい
う一文が載っていて参考になる．また，より深くこの「演説」を理解するためには永井清彦訳
『ヴァイツゼッカー回想録』（岩波書店，1998 年 10 月）や永井著『ヴァイツゼッカー演説の精神―







（ 3 ）　「成案」では「第 1 部　プロレタリア階級運動と教育労働運動の成立と展開」となっていたが，そ
の後の議論でこのように改められた．なお，章の題名についても以下のような修正が施されたが，
























（ 6 ）　小川太郎編『児童問題講座 第 2 巻 児童の教育と文化』所収，ミネルヴァ書房，1976 年 8 月．この
論稿は註（4）で記した小論の，内容構成の「六．教育運動史の構想」を基にしてその概要を論文

























に『新興教育』を同僚等に配布し，それを理由に 32 年 10 月検挙，2 ヵ月拘留され，また 33 年 9 月
に免職処分に付された．
（ 9 ）　『教育運動研究』誌の表紙には創刊号以来最終巻（第 18 号，1984 年 7 月）に至るまでずっと「改
題・教育運動史研究」（通巻○○号）の記載があるが，それはこのこと意味している．創刊号は通
巻 18 号，最後の巻は通算 35 号であった．








（12）　「春の研究小集会」の最初は 1970 年 5 月 16 ～ 17 日の両日にわたって宿泊形式で開かれた（会場 東
















   （註）臨教審は臨時教育審議会，教課審は教育課程審議会の略称．
（13）　この『事典』については次号で言及することにしている．
